
去る４月９日14:00より、参議院議員会館に

おいて「ベーシックサービス推進地方議員

連盟」の発足総会が開催されました。

ベーシックサービスについては何度か私の

レポートでも触れております。

慶應義塾大学の井手英策教授が提唱されて

いるもので、医療や介護、教育などの基礎

的なサービスを所得制限なしで無償化し、

全ての人を将来不安から解放しようとする

構想です。すべての人に現金を給付するの

と異なり、サービスは必要な人しか使わな

いため、効率的です。低所得者だけでなく、

すべての人をサービスの対象（受益者）と

するため「自分たちは税金を払うばかりで

恩恵がない」という不満を解消し、社会の

分断を防ぎます。また、誰もがサービスを

受けられるため、生活保護のように「助け

てもらう人（弱者）」という心の負担もな

くなります。

提唱者の井手 英策 教授も来場

初総会につき、規約案の承認などを行った

後、ゲストの井手先生による基調講演

『ベーシックサービス論～真の「中道」と

は何か？～」が開催されました。

講演の中で先の衆院選に触れ、すべての政

党が減税を訴え、財源論を語る政党を有権

者が選択できなかった点は、特に熱く語ら

れました。ベーシックサービスを掲げる中

道改革連合さえ、消費減税を訴え、ベー

シックサービスを実現するための財源論に

踏み込まなかったことは、極めて近い外野

に居た私も歯がゆい思いがありました。

だからこそ、我々地方議員が真正面から財

源論を語る、わかりやすく言えば増税に

よって実現される安心の社会、弱者を生ま

ない社会の実現を訴えていこうというのが

この議員連盟の主たる目的です。

山下レポートの記事紹介と中道小川代表

講演資料の最終ページに、月刊山下レポー

ト2025年10月号の「日本の国民負担率は高

いのか？」という記事を取り上げていただ

いて驚きました。驚きといえば、中道改革

連合の小川淳也代表が会場に姿を見せ、最

後まで傍聴され、スピーチまでしていかれ

ました。期待の表れとに受け取りました。

「読売新聞オンライン」に関連

記事があったのでQRコードを

掲載します。（いつまで読めるか不明）

真正面から財源論を語るために
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「ベーシックサービス推進地方議員連盟」発足総会開催

講演資料の中で取り上げて
いただいた私のレポート

全国の公明党・立憲民主党の地方議員を中心に、他の政党や私のような無所属議員も参加。109名で船出

「Peace over War」～平和を求めるアクションに参加～

４月11日、17:00より小田原の北条ポケット

パークで開催された「Peace over War」～

外交による平和的解決を求める緊急アク

ション～に参加しました。

「九条 護れ」「NO WAR」と裏表に書いた

パネルをつくり、ラッパーのような雰囲気

の同僚議員 井上 慎司さんと二人で、初め

てコール＆レスポンスにも挑戦しました。

マイクを持った中には、近隣の小田原市、

山北町のほか、秦野市、大磯町、遠くは座

間市からの参加者もありました。国会前に

は行けなくても、小田原なら参加できる、

というのが共通の理由です。

みなさんそれぞれの言葉で、平和、戦争反

対、憲法を護れ、武器輸出反対、そしてア

メリカにNOを突き付けるべきといった主旨

の話を展開されました。
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もっと議会を知ってほしい！ 議場もブースもフル回転

シールアンケートやアイデア募集、模擬議会も ～３月20日 かいせい町民フェスタ～

絶妙な距離感と進化する運営 南足柄市議会議会報告会

参加者に見た「嫌税感」にも通じる不信感の正体、本町の課題も

意見交換は車座で実施の南足柄市スタイル

４月14日 18:30から開催された南足柄市議

会の議会報告会に参加してきました。今年

で３回目になります。

第１部は各委員会からの報告があり、第２

部は意見交換会が、３つのテーマに分けて

座談会形式で開催されます。今年は、自治

会の在り方、スマート農業、開かれた議会

がテーマでした。

私は今所属している総務経済常任委員会の

所管事務調査のテーマでもある自治会につ

いての分科会に参加しました。

この分科会は希望者が多かったので、さ

らに２つに分かれての実施となりました。

私と同じグループに１歳と４歳のお子さん

を持つ女性が参加されていました。なんと

自治会費が年間１万円とのことです。

それが子どもや子育てにかかわるものに使

われているのかどうか分からない。そんな

疑問を持って参加されていました。こうし

た発言を引き出せるのも車座で開催する距

離感のメリットだと感じています。

嫌税感に通じる自治会費への疑問

自治会費の使途に関する疑問は、嫌税感と

同様ではないかと思います。それなりの額

を払っているのに受益が感じられず、結果

的に政治や行政への不信だけが募っている

現状です。だからこそしっかりと財源につ

いての議論を行い、増税することで社会保

障を手厚くすることを真剣に考えるべきで

す。２月に開成町議会と障がいを持つお

子さんの保護者の団体との意見交換を行い

ました。ちょうど衆院選の最中です。

そこでも、減税ばかりでは自分たちのよう

な極少数の弱者への公的支援がさらに手薄

になる。弱者が切り捨てられるだけになる、

手厚い保証があれば増税も反対ではないと

の考えを語る方もいらっしゃいました。

一社独占の本町の保育環境は異例

同じグループに、保育園の経営者もおられ

ました。開成町を取り巻く保育事情も、私

以上にご存じでした。

一社独占の本町の保育環境は、それなりの

リスクも伴うもので、他の自治体から見る

と、私が思っている以上にいびつなことが

わかりました。今後の町政の課題です。

「かいせい町民フェスタ」に開成町議会も

参加しました。議会・議員活動に関する

シールアンケートや、自分が町長だったら

1,000万円で何をするかのアイデア募集の他、

模擬議会の開催など全議員で対応にあたり

ました。シールアンケートは武井議員が、

意見の収集は吉田議員が大活躍でした。

詳細は５月１日発行の「ギカイだより229

号」にてご確認ください。

３月の主な日程

３日 議会本会議（一般質問）

４日 議会本会議（予算審議等）

５日 議会本会議（予算審議）

９日 議会本会議・予算特別委員会

10日 予算特別委員会

11日 予算特別委員会

12日 議会本会議（採決等）

16日 町民フェスタ準備作業

17日 広報分科会

18日 総務経済常任委員会

19日 町民フェスタ準備

20日 町民フェスタ

24日 議会事務局打ち合わせ

25日 議会全員協議会

27日 特別委員会
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